








































































































































































等の上棟式 三 御移転を最初に決意された西有穆山禅師の荼毘式。特に一と二については、該当する絵葉書が新収できたのでそれらを使い、三については、西有穆山禅師の生家である笹本家からその模様を撮影した貴重な写真の提供を受けたのでそれらをパネルにした。笹本家 紹介は、八戸の大慈寺住職である吉田隆法老師のお力によるところ であるが隆法老師からは、西有穆山禅師 関わる貴重な図書までいただいた。あらためて深く感謝を申し上げたい。
　　　　　
このたびのパネル展では、二十五枚のボードを五つのグループに大きく分けて約八十点展示し、中央
のスペースには、 図書館 協力を得て展示ケース 新収の絵葉書と 「これまで 開催された總持展」の図録等を展示し 。ま 展示期間中の十五日 （火） と二十六日 （土） に関根透研究員が解説を行なった。
　　　　　
このたびは、受付名簿や展示リストの残部から判断して五百人以上の方が来場されたと思われる。今


































































































































































































































































































































































































































































１．一般図書『インド仏教思想史』 、Ｓ・ラーダークリシュナン著、三枝充悳、羽矢辰夫訳、大蔵出版、二〇〇四年『インド仏教変移論：なぜ仏教は多様化したのか』 、佐々木閑著、大蔵出版、二〇〇〇年『インド文化と仏教思想の基調と展開：佐藤良純教授古稀記念論文集』 （二冊） 、佐藤良純教授古稀記念論文集刊行会編、山喜房佛書林、
二〇〇三年
『永平道元禪師學道用心集（全） 』 、山喜房佛書林、一九七四年『華嚴學研究資料集成』 （東洋文化研究所叢刊第一輯） 鎌田茂雄著 大蔵出版、一九九三年『華厳学論集』 、鎌田茂雄博士古稀記念会編、大蔵出版、一九九七年『ゴータマ・ブッダ：縁起という「苦の生滅システム」の源泉』
 （構築された仏教思想） 、並川孝儀著、佼成出版社、二〇一〇年
『ゴータマ・ブッダ考 並川孝儀著、大蔵出版、二〇〇五年『高麗佛畫大展』 、韓国国立中央博物館、二〇一〇年『金剛般若経の研究 渡辺章悟著、山喜房佛書林、二〇〇九年『さとりへの遍歴：華厳経入法界品』 （上・下） 丹治昭義ほか訳 中央公論社、一 九四年『獅子吼』 、石川素童著、松榮社書店『儒・佛・道三教思想論攷 牧尾良海博士喜寿記念』 、牧尾良海博士喜寿記念論集 行会編 山喜房佛書林 一九九一年『浄土教の思想と歴史：丸山博正教授古稀記念 大正大学浄土学研究会編、山喜房佛書林 二〇〇五
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『正法眼蔵随聞記新校註解』 、道元述、大久保道舟校註、山喜房佛書林、一九四二年『勝呂信靜博士古稀 念論文集 勝呂信靜博士古稀記念論文集刊行会編、山喜房佛書林、一九九六年『真宗重宝聚英』
 （全十巻） 、信仰の造形的表現研究委員会編、同朋舎メディアプラン、二〇〇六～二〇〇七年
『新発見白隠自筆自伝書』 、木村俊彦編、山喜房佛書林、二〇〇〇年『親鸞：救済原理としての絶対他力』 （構築された仏教思想） 、釈徹宗著 佼成出版社 二〇一〇年『隋唐五代石刻文獻全編』 （全四冊） 、國家圖書館善本金石組編 北京圖書館出版社、二〇〇三年『浙江江西地方禅宗史蹟訪録 、鈴木哲雄著、山喜房佛書林、一九九七年『禅学研究入門』 （第二版） 、田中良昭編、大東出版社、二〇〇六年『禅籍看読の要領：山雲海月・通幻語録を講本として』 、中嶋仁道著 山喜房佛書林、一九八〇年『全唐文新編』 （全二十二巻） 、周紹良主編 吉林文史出版社、二〇 年『禪の傳承と發達 、齊藤信義著、山喜房佛書林、二〇一〇年『宋初期臨済宗の研究 鄭夙雯著、山喜房佛書林、二〇 六年『宋代思想の研究：儒教・道教・仏教をめぐる考察』 （關西大學東西學術研究所研究叢刊） 、吾妻重二著、関西大学出版部、二〇 九年
 
『宋代天台教学 「金光明経」の研究史を中心として 林鳴宇著、山喜房佛 林 二〇〇三年『宋代仏教の研究：元照の浄土 』 、佐藤成順 〇一『大乗戒経の研究』 、大野法道著、山喜房佛書林、一九六三年『大乗止観法門』の研究』 、松田未亮著、山喜房佛書林、二〇〇四年『大乗の修観形成史研究』 、村中祐生著、山喜房佛書林、一九 八年『大蔵経：成立と変遷』 、大蔵会編 百華苑 一九六四年
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『大智度論』の作者とその翻訳』 、印順述意、昭慧整理、岩城英規翻訳、正観出版社、一九九三年『大本山總持寺御由来抄』 、石川素童著、大本山總持寺東京出張所、一九〇〇年『台密思想形成の研究』 、水上文義著、春秋社、二〇〇八年『チベット仏教哲学』 、松本史朗著 大蔵出版 一九九七年『中国禅宗史論考』 、鈴木哲雄著 山喜房佛書林、一九 年『中國碑刻全集』 （全六巻） 、中國碑刻全集編輯委員會編 人民美術出版社、二〇一〇年『中国仏教研究入門 、岡部和雄・田中良昭編、大蔵出版 二〇〇六『中国仏教思想史の研究 佐藤成順著 山喜房佛書林、一九八五年『中国仏教の批判的 』 、伊藤隆寿著、大蔵出版、一九九二年『中世鎌倉美術館：新たな美的意義をもとめて』 岩橋春樹著、有隣堂、 九年『伝光録物語：伝光録参究の手引 永久岳水 鴻盟社、一九六五
 
『天台思想と東アジア文化の研究：塩入良道先生追悼論文集』 塩入良道先生追悼論文集刊行会編集、山喜房佛書林、一九九一年『天台小止観の譯註研究』 、大野栄人・伊藤光壽・武藤明範著 山喜房佛書林 二〇〇四年『天台入唐入宋僧 事跡 齊藤圓眞著、山喜房佛書林、二〇〇六年『天台法華宗の研究』 、村中祐生著 山喜房佛書林、二〇〇五年『天台本覚思想と日蓮教学』 、花野充道著、山喜房佛書林、二 一〇年『天台六妙法門の研究』 、大野栄人・伊藤光壽著、山喜房佛書林 二〇 四年『道元・瑩山現代法話実践講座』 、池田魯参監修、四季社、二〇〇一年『道元禅の研究』 、新本豊三著、山喜房佛書林、一九九三年
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『道元禅の世界』 （二巻） 、田中晃著、山喜房佛書林、一九八九～一九九三年『唐五代禅宗史』 、鈴木哲雄著、山喜房佛書林、一九八五年『唐代天台学研究：湛然の教学に関する考察』 、日比宣正著、山喜房佛書林、 七五『唐中期の浄土教』 、塚本善隆著、法蔵館 一九七五年『遠羅天釜・夜船閑話 白隠禅師 足立大進校訂、改版 山喜房佛書林、一九七七年『渡海天台僧の史的研究』 、齊藤圓眞著、山喜房佛書林、二〇一〇年『敦煌禅宗文献の研究』 （二巻） 田中良昭 大東出版社、一九八三年『敦煌本「楞嚴經」 、崔昌植（法慧） 〇五『南北朝遺文』 （九州編第一卷～東北編第一巻） 東京堂出版 一九八〇年『日本・中国仏教思想とその展開』 、三崎良周編、山喜房佛書林、一九九二年『日本中世禅林の儒学 、久須本文雄著 山喜房佛書林、一九九二年『念佛三昧寶王論の研究』 （大正大学綜合仏教研究所叢書第二二巻） 大正大学綜合仏教研究所唐中期仏教思想研究会編著、ノンブル社、
二〇〇九年
『般若波羅蜜多思想論集：真野龍海博士頌寿記念論文集』 、真野龍海博士頌寿記念論文集刊行会編 山喜房佛書林、一九 二年『 「般若心経」成立史論：大乗仏教と密教の交差路』 、原田和宗著 大蔵出版 二〇一〇年『般若波羅蜜多の研究』 、真野龍海著、山喜房佛書林、一九九二年『批判仏教』 、袴谷憲昭著、大蔵出版、一九九〇年『仏教文化の諸相：高木訷元博士古稀記念論集』 、高野山大学仏教学研究室編、山喜房佛書林、 〇『仏教学仏教史論集：佐々 孝 佐々木孝憲博士古稀記念論文集刊行会編、山喜房佛書林 二〇〇二年
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『佛教教理思想の研究：佐藤隆賢博士古稀記念論文集』 、佐藤隆賢博士古稀記念論文集刊行会編集、山喜房佛書林、一九九八年『仏教研究入門』 、平川彰編、大蔵出版、一九八四年『仏教思想の受容と展開：宮林昭彦教授古稀記念論文集』 、宮林昭彦教授古稀記念論文集刊行会編集、
 山喜房佛書林、二〇〇四年
 
『仏教思想論』 （上） 、松本史朗著、大蔵出版、二〇〇四年『仏教とは何か：宗教哲学からの問いかけ』 、上田閑照、 ・氣多雅子編、 和堂、二〇一〇年『佛教文化學論集：前田惠學博士頌寿記念』 、前田惠学 頌寿 会編、山喜房佛書林、一九九一年『仏教文化の諸相：坂輪宣敬博士古稀記念論文集』 坂輪宣敬博士古稀記念論文集刊行会編集 山喜房佛書林、二〇〇八年『仏教文化の展開：大久保良順先生傘寿記念論文集 大久保良順先生傘寿 山喜房佛書林、一九九四年『仏性思想の展開：吉蔵を中心とした 法華論』受容史 奥野光 著 大蔵出版、二〇〇二年『仏教と文化：多田孝正博士古稀記念論集』 、多田孝正博士古稀記念論集刊行会編集、山喜房佛書林、二〇〇八年『碧巌録提唱』 、朝比奈宗源提唱、足立大進編、山喜房佛書林、一九九六年『法語・歌頌等』 （道元禅師全集：原文対照現代語訳』第十七巻） 、高橋文二・角田泰隆・石井清純訳註、春秋社、二〇一〇年『法蔵： 「一即一切」という法界縁起』 （構築された仏 思想） 、吉津宜英著 佼成 社 二〇一〇年『法然浄土教の思想と伝歴：阿川文正教授古稀記念 』 、大正大学浄土学研究会 山喜房佛書林、二〇 一年『法華義記』 （ 華経注釈書集成二） 、菅野博史訳注、大蔵出版 一九九六年『法華経と大乗経典の研究』 、望月海淑編、山喜房佛書林、二〇〇六年『法華経思想論』 、松本史朗著、大蔵出版、二〇一〇年『法華統略』 （ 経注釈書集成六・七） 、菅野博史訳注、大蔵出版、一九九八～二〇〇〇年『梵語佛教文献の研究』 、大正大学総合佛教研究所声聞地研究会・密 聖典研究会 五
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２．参考図書『一切経解題辞典』 、鎌田茂雄総監修、大東出版社、二〇〇二年『岩波哲学・思想事 廣松渉ほか編、岩波書店、一九九八年『印度佛教固有名詞辞典』 、赤沼智善編、法藏館、一九六七年『エリアーデ仏教事典』 、木村清孝・末木文美士・竹村牧男編訳 法藏館、二〇〇五年『空海要語辞典』 、福田亮成著、山喜房佛書林、一九九八年
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『くずし字用例辞典』 、児玉幸多編、東京堂出版、一九九三年『現代語訳法華辞典』 、日宗十万人団結報恩会編、山喜房佛書林、二〇〇一年『現代世界宗教事典：新宗教・セクト・代替スピリチュアリティ』 、クリストファー・パートリッジ編著、井上順孝ほか訳、悠書館、
二〇〇九年




『パーリ語佛 辞典』 、雲井昭善著、山喜房佛書林、二〇〇八年『パーリ語辞典』 、水野弘元著、春秋社 二〇〇五年『パーリ仏教辞典』 、村上真完・及川真介 春秋社、二〇〇九年『仏教学辞典』 、多屋頼俊・横超慧日・舟橋一哉編集、法藏館、一 九五年『仏教語読み方辞典』 、有賀要延編著、国書刊行会、一九九一年『仏像レファレンス事 外アソシエーツ株式会社編集、二〇〇九年『梵字手帖』 、徳山暉純著、木耳社、二〇〇九年
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３．その他の資料曹洞宗大本山絵はがき、一組（十枚） 、九・一×十四・一糎東洋第一大遊園地鶴見花月園名所絵はがき、一組（七枚） 、九・一×十四・一糎横浜名所鶴見花月 絵はがき、一組（五枚） 、九・一×十四糎大本山総持寺絵はがき、一組（五枚） 、九・一×十四糎諸嶽山絵はがき、一組（十枚） 、九・ ×十四・一糎大本山總持寺全景繪葉書、一組（九枚） 、九×十四糎鶴見名所全景絵はがき、一組（六枚） 、白黒 十四 糎
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鶴見大学仏教文化研究所紀要（以下「紀要」という。 ）は、鶴見大学（以下「大学」という。 ）及び鶴見大学短期大学部（以下「短期大学部」という。 ）において研究又は教育に従事する者の研究業績を内外に発表することを目的とする。
二
　
紀要に投稿できる者は、原則として、大学及び短期大学部にお て研究又は教育に従事する者及びこれと共同で研究に従事する者 、仏教文化研究所主催による公開講演会・シンポジウムの講師と 。
三
　
投稿される論文は、未刊行のものに限る。定期刊行物（学術雑誌、商業雑誌、大学・研究所紀要など）や単行本として既刊、あるいは、これらに投稿中の論文は本紀要 投稿できない。但し、学会発表抄録や科学研究費などの研究報告書はその限り はない。
四
　
投稿する者は、紀要刊行内規で定められた投稿要領に従って原稿を作成する。
五
　
本紀要に掲載された論文の公衆送信権は、鶴見大学に属する。
　　
附
　
則
この規程は、平成十八年四月二十日から施行する。
